
令和８年３月１１日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立碑小学校 

校長 大塚 晋一 

令和７年度 目黒区立碑小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年５月３１日（土） 午後１時３０分～午後２時３０分 

           （・運動会の参観 午前８時３５分～１２時３０分） 

・学校経営方針の説明 

・質疑応答、意見交換・ 

（２）第２回実施日時 令和７年１０月２５日（土） 午前１１時４５分～午後０時２５分 

（・公開授業「道徳授業地区公開講座」 午前１１時～午前１１時４０分） 

・本校の教育活動について 

・質疑応答・意見交換 

（３）第３回実施日時 令和８年２月１４日（土） 午前１１時２０分～午後０時３０分 

（・公開授業「碑フェスタ」 午前９時００分～午前１１時２０分 

・四者による学校評価アンケートの結果について 

・令和７・８年度の教育活動についての意見交換・質疑応答 

２ 参加者 

学校評議員   松本 保枝 様   鈴木 大二 様   畠山 桂子 様   

熊木 智香子 様   小幡 健太郎 様 

 ＰＴＡ会長   木村 大介 様 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

⦿学校の雰囲気につい

て保護者・地域とも

に肯定的評価が 93％

以上であり、学校教

育全体への評価は概

ね良好である。様々

な行事において、学

校ホームページで学

校生活の様子をこま

めに発信していたこ

とが要因と捉えてい

る。一方、昨年度に比

べ 2 ポイントマイナ

スとなっている。一

・保護者の肯定的評価

がより向上すること

を目指し、安定した学

校・学級経営となるよ

う、授業内容の充実、

安定した友達関係の

構築、行事の工夫等を

行う。 

・いつ来校しても、とて

もよい雰囲気で、子ど

もたちだけでなく教職

員も楽しそうである。

学校の雰囲気は管理職

がつくるもの。引き続

き、皆が楽しく通える

学校づくりを推進して

ほしい。 

・全体として穏やかであ

ると感じる。また、子

どもたちの生き生きと

した活気のある姿が保

護者と共有できている



部の学級で学習環境

が不安定になったこ

とが起因しているも

のと考える。安定し

た学級経営となるよ

う一層努めていく必

要がある。 

◎学校の雰囲気につい

て、児童の肯定的評

価の割合が低学年で

は 4.5 ポイント、高

学年では 6.6 ポイン

ト上昇した。 

◎教職員の対応につい

て、保護者の肯定的

評価が昨年度に比べ

8.7 ポイント上昇し

た。 

のだと思う。 

・様々な行事において、

子どもたちが楽しそう

に活動していて、良い

学校運営をされている

ことが分かる。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

●昨年度と比較して、

保護者の肯定的評価

が 1 ポイント減少し

ている。誤差の範囲

と考えるが、中には

教育目標を知らない

から評価できないと

の意見があるため、

保護者会や学校だよ

り等でより一層周知

していくことが必要

だと考える。 

・目標を一層具現化し、

各分掌でできること

を考え、実行してい

く。 

・引き続き、本校の教育

活動を保護者・地域に

理解していただくた

めに、学校だより・学

年だより等で学校生

活の様子を発信して

いく。 

・現状でも学校から情

報を発信して教育目

標の共有化を図って

いると思うが、保護者

や地域がそれを受け

止め、認識していると

いうことではないの

かもしれない。 

・教育目標をもっと浸

透できるとよい。学校

の顔として前面に押

し出すと良い。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度と比較して

6 ポイント近く上昇

している。昨年度も

一昨年度より 10 ポ

イント近く上昇して

いることから、令和 6

年度より「目黒区人

権教育推進校」とし

て実践してきた心の

・「目黒区人権教育推進

校」として取り組んで

きた実践を元に、学習

の場面に限らず学校

生活全体における心

の教育の充実に努め

る。 

 

・人権意識は養われて

いると思う。人権ポス

ターを掲示するなど

人権感覚を醸成する

環境を整えているこ

とも人権意識の向上

につながっていると

思う。 

・様々な人の考えを聞

いて自分の考えを深



教育が浸透してきた

ものと考える。今後

も、保護者と連携し

て心の教育を推進し

ていく。 

めていくというよう

なことは家庭ではで

きないため、道徳での

学びを大切に扱い指

導していってほしい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、チャレン

ジタイム、クエストタ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎保護者・児童の評価

は昨年度と比較して

5 ポイント以上上昇

している。学校公開

等で教員が様々な工

夫をしている様子か

ら、肯定的な意見を

多くいただくことが

できている。高学年

児童は、「40 分授業」

で生み出した時間で

取り組んでいる探究

学習（クエストタイ

ム）の満足度が評価

に反映されているも

のと見られる。 

・低学年では、「40分授

業午前５時間制」で生

み出した時間を基礎・

基本の時間に充て、学

習内容の理解・定着を

一層図っていく。 

・高学年では、自己選択

学習や探究学習の充

実に努め、学習自体に

興味・関心をもって主

体的に取り組めるよ

うにする。 

・クエストタイムは、子

どもたちの探究心を

刺激して知ることの

楽しさを学ぶ場とし

てとても良い。 

・６年生の職業体験の

取組はとてもすばら

しい。現職の方々から

の意見を伺う機会や

自ら調べ実践してみ

るという活動は将来

に生きる活動だと思

う。 

・「40分授業」が定着し

て時間に使い方が上

手になってきている。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促進

に向けた取組について 

●保護者の評価におい

て 1 ポイントの減少

が見られる。昨年度

10ポイント以上増加

した項目であること

から、誤差の範囲内

と捉えるが、「碑トラ

イ」など特色ある活

動のさらなる充実を

図る必要がある。 

・運動委員会の取り組

みを引き続き行い、次

年度も体力向上のた

めの活動を工夫する。 

・気温が高く外遊びが

できない期間が年々

増えている。気温が高

い時期でも安全に運

動に取り組める環境

を工夫していく必要

がある。 

・体育館やくすのきホ

ールなどの活用も含

めて、子どもたちが運

動できる場を増やし

てほしい。 

・外で遊ぶ機会が減少

している。体育の授業

を通して、身体を動か

すことの楽しさを感

じさせてあげてほし

い。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎保護者・児童・地域・

教職員全ての対象に

おいて、肯定的評価

が 90％以上と、良好

な評価を得ている。

運動会や展覧会・学

校公開の際に保護者

から回収したアンケ

・来年度も本校の特色

の一つである「くすの

き班（縦割り班）」や

兄弟学年での交流を

様々な場面で意図的

に設定する。そのこと

で、高学年が低学年を

慈しむ気持ちや、低学

・運動会も学芸会もと

ても素晴らしく、特別

活動が充実している。 

・異学年交流の活動は、

実際に交流する中で

同学年の児童との交

流では芽生えない感

情が湧き起こり、心を



ートにも、児童の様

子や開催方法につい

て好意的な声が多く

寄せられている。 

年が高学年に憧れ目

標とするような学校

全体のよい循環をつ

くっていく。 

動かすと思うので、今

後も大切にして取り

組んで欲しい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者・地域・児童・

教員の肯定的評価が

昨年度より上昇し、

85％以上という結果

である。生活指導主

任を中心に、問題行

動については、迅速

に対応し、短期的・長

期的に見守っていく

体制ができている。

登校しぶりが見られ

た際、担任と養護教

諭、管理職、スクール

カウンセラーが密に

連携を取り、解消に

向けて動くことがで

きている。 

●一方、一部不安定な

学級経営に対する不

安の声が届いてい

る。見守りの強化な

ど、学校全体として

取り組んでいる対策

には一定の評価を得

ている。 

・学校という集団の中

で、自分の苦手なもの

に向き合うことが難

しい児童が増えてき

ている。スクールカウ

ンセラーを活用して

個の思いを受け止め

るとともに、保護者の

理解と協力を促すこ

とが課題である。 

・教育活動全般をとお

して、自分の気持ちや

考えを言葉に表現で

きる児童の育成に取

り組んでいく。 

・いじめの早期発見に

ついては、引き続き目

を配り、深刻な問題に

発展しないようにし

てほしい。 

・様々な家庭に育ち、

様々な個性のある児

童が一緒に集団生活

を送っているので、安

定した学校生活環境

を整えることは難し

いと思う。今後も保護

者と児童に対し、誠実

に向き合っていって

ほしい。 

・不登校が増えている

のは、碑小学校だけの

課題ではなく、全国的

な傾向である。国全体

の課題として取り組

んでいく必要がある

のではないか。 

・離職率の高さも国の

課題。努力することが

できる人を育ててい

く必要があるのでは

ないか。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎安全教育への取り組

みについては、保護

者・児童とも肯定的

評価が 95％前後と高

い数値を示してい

る。毎月の避難訓練

にも、全児童が真剣

に取り組む様子が見

られている。 

・情報モラルについて

は、指導を行っている

が、学校だけでは難し

いのが現状である。家

庭の協力を促し、全児

童の意識を高めるこ

とが課題である。 

・地域との防災・避難所

訓練などで連携を強

化して、更にレジリエ

ントな学校にしてい

けるようにして欲し

い。 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度は一昨年度

と比較して 20％近く

上昇したものの今年

度は昨年度と比べ

5.6 ポイント減少し

ている。最も保護者

に取り組みが見えに

くい項目であるの

で、引き続き進んで

情報発信して理解を

促していく。 

◎目黒南中学校区とし

て統合後初めての年

度であったが、小・中

連携子ども育成プラ

ンに基づき、「いじめ

問題を考えるめぐろ

子ども会議」を実践

し、その成果を校内

全児童に共有するこ

とができた。 

◎１年生と近隣幼稚

園・保育園との交流

会や近隣保育園児が

学芸会を鑑賞するな

どの交流活動を行う

ことができた。 

・来年度は校区の中学

校が統合２年目とな

る。今年度見えてきた

課題を整理し、よりよ

い連携のあり方を模

索していく。また、新

しい形での小・中連携

の取り組みの具体的

な様子を、本校ホーム

ページ等で発信して

いく。 

・近隣幼稚園・保育園の

先生方との情報交換

の場を設けるととも

に交流活動の一層の

充実を図る。  

・地域の行事では、目黒

南中学校の生徒がボ

ランティアとして活

躍してくれているた

め、その背中を碑小学

校の児童は見て学ん

でいる。学校としての

取組は少ないかもし

れないが、地域の行事

を活用して連携を深

めていくことは大切

だと感じる。 

・円融寺幼稚園の行事

に碑小学校の児童が

多く参加している。自

然な形で交流ができ

ているのではないか。 

・円融寺幼稚園以外の

就学前施設との交流

をいかに広げていく

かということは検討

の余地がある。 

・保護者にとって目黒

南中学校を進学先と

して意識していない

ことも評価に表れて

いるのではないか。 

 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者の肯定的評価

が 90％以上ある。日

常の教育活動をタイ

ムリーに学校ホーム

ページの学校日記で

発信していること、

保護者宛ての通知文

を Home＆School で

速やかで確実に発信

していることが要因

と思われる。 

・学校と家庭を繋ぐア

プ リ 「 Home ＆

School」を使用して

の、学校からの通知文

や情報の発信、欠席連

絡、連絡帳機能が定着

し、学校と保護者の意

思疎通が速やかに、そ

して確実に行うこと

ができている。引き続

き有効活用していき

たい。 

・Home&School や学校

ホームページを活用

した発信はとても良

い。 

・学校が Home&School

での連絡をきめ細か

にしているので、開封

率も高める必要があ

ると感じる。確実にフ

ァイルを開封して見

る方法があると良い

と思う。 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の肯定的評価

が 90％と高い数値を

示している。今年度

は主任教諭を核とし

たOJTにより若手教

員育成の充実を図っ

た。 

・主幹教諭や主任教諭

による OJT をより推

進し、組織的な人材育

成に努める。 

 

・とても大切なことな

ので、引き続き人材育

成に努めてほしい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎昨年度と比較して

17.6 ポイント上昇

し、肯定的な意見は

94パーセントを超え

た。「チーム碑」の意

識が高く、協力し、支

え合いながら業務を

行うことができてい

る。業務の効率化を

図る意識が高まって

きている。 

・引き続き、教職員の心

身の状態に気を配っ

ていく。 

・40 分授業午前 5 時間

制により生み出され

た時間を学年会や会

議、教材研究などの時

間に充てることがで

きたことで働き方改

革が進んだ。 

・教員に余裕ができる

ことは児童にとって

も良い影響があるの

で継続してほしい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の肯定的評価

が 3 ポイント上昇し

97％となった。昨年

度同様高い数値を示

している。 

・服務事故防止研修な

ど、教育公務員として

の自覚を高める研修

を引き続き行ってい

く。 

・肯定的評価をつけな

かった教職員がどこ

に問題を感じている

かを把握し、100％を

目指し、取り組んでい

く。 

・非常に高い数値であ

り、職場の意識が高い

ことが伺える。様々な

取組を継続して服務

事故防止に努めても

らいたい。 

 


